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透析患者の睡眠障害
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抄録：目的：透析患者の睡眠障害について多くの要因が報告されている.われわれは精神的要因
として抑うつや不安と睡眠の質との関連を，また身体的要因として睡眠時無呼吸症候群(sleep
apnea syndrome : SAS)やレストレスレッグ症候群(restless leg syndrome : RLS)と睡眠の質と
の関連を，統計学的に分析した．
方法：新潟県内透析施設の透析患者を対象に，日本語版ゆQOL-SFTM淀rsion1.3およびHos-
pital Anxiety And Depression ScaleにてQOLや抑うつ，不安の質を調査し，同時に睡眠の質を評
価するための自記式質問票であるピッツバーグ睡眠質問票(Pittsburgh Sleep Quality Index :
PSQI)を用い調査を行った．その結果を統計学的に検討した．また, SASについて，「大きない
びきをかいていた」かどうか，「眠っている間にしばらく呼吸が止まることがあった」かどうか
を調査し,  RLSについて，「眠っている間に足のピクンとする動きがあった」かどうかを調査し
た．
結果:PSQIの総合得点(PSQIG)とゆQOL-SFの項目には有意に負の相関が認められ，睡
眠の質がよければQOLも高いことが認められた．また，抑うつ・不安が大きければ睡眠の質も
有意に低下していた．いびきをかく群，呼吸停止があった群，足がピクンとする動きがあった群
とも有意にPSQIGが高値であった．
結験：透析患者の睡眠障害には身体的，精神的な要因が関連する．
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者に質問票による調査を行い,睡眠の質がqual-
ityoflife (QOL)に関連しているかを分析した．
また睡眠障害の身体的要因として睡眠時無呼吸
症候群(sleep apnea syndrome : SAS),レストレ
スレッグ症候群(restless legs syndrome : RLS)
と睡眠の質との関連を，同様に精神的要因とし
て抑うつや，不安と睡眠の質との関連を統計学
的に分析した．

背景と目的
透析患者はさまざまな要因で睡眠障害をきた
しているといわれ，その原因としては，①身体
的要因，②生理学的要因，③心理学的要因，、
精神医学的要因，⑤薬理学的要因などが報告さ
れている')．今回われわれは新潟県内の透析患
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対象および方法
新潟県内透析施設の患者2,796人を対象に健

康調査票による調査を行った．睡眠の質を調査
するためにピッツバーグ睡眠質問票(Pitts-
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